








2021 年 5 月 11 日受理 
＊ 情報学部 情報デザイン学科 
『駿遠へ移住した徳川家臣団』における岡田清直・岡田錠次郎の謎（その３） 













年 5 月 15 日）である。第 2 巻以下は、他の情報は同じで
あるが、発行時期のみが異なっている。「第二巻」は 1989
年 8 月 10 日、「第三巻」は 1990 年 3 月 1 日、「第四巻」は
1990 年 12 月 1 日である。②の正確な書誌情報は、『改訂
新版 江戸幕臣人名事典 全一巻』(熊井保編、1997 年 1








































































期の詳細は昭和 49 年 3 月 25 日である。ここにも岡田清
直・錠次郎の情報はなかった。 




ると、いずれも発行は昭和 56 年 3 月 20 日であるが、そこ
には「二版発行」とのみ記されていて、初版の情報は記さ
れていない。もしかすると、初版が別にあり、それは上下
の 2 冊ではなく 1冊のみであったと仮定し、それを前田氏
が見たとしたら、前田氏の記録は間違っていないことにな
る。しかし、同じ昭和 56 年のうちに、全 1 冊のものと全
2冊の 2種類を教育委員会が発行することは考え難い。実
態はどうであったのかは不明である。いずれにしても、こ























に分かち書きされている。昭和 16 年 3 月 31 日に静岡県が
発行したものである。ここにも岡田清直・錠次郎の情報は
なかった。 

































































治 30 年 4 月 22 日に発行された『旧幕府』第１号から、最
終号である第 5 巻第 7号（明治 33 年 8 月 25 日発行）まで
を全 7 冊の合本にまとめ、昭和 46 年 4 月 20 日から昭和
























































て、仮に 1石を 10斗、1俵を 4斗と考えると、1石は 2.5
俵となる。福沢の 13 石は 32.5 俵となり、岡田の 30 俵よ
りやや多い。岡田は 1 石分だけ福沢に劣ることになる。安
静岡理工科大学紀要 65
政 6 年頃の岡田錠次郎はその程度の身分であった。 





































年 9 月 20 日発行となっている。明治 25 年の刊行物には、
前田氏が記すような原書房の文字はどこにもなく、発行は
松本個人の責任になっている。以上のことから、前田氏が

























行所は全て同じなので略す】、昭和 46 年 7 月 20 日発行（復
刻原本＝明治 25 年・26 年発行）で、「第一輯」から｢第六
輯」までが収録されている。『史談会速記（全四十六巻）(合
本二）』は、昭和 46 年 9 月 20 日発行（復刻原本＝明治二
十六年発行）で、「第七輯」から「第十一輯」までが収録
されている。『史談会速記（全四十六巻）（合本三）』は、
昭和 46 年 10 月 20 日発行（復刻原本＝明治 26 年～27 年
発行）で、「第十二輯」から「第十七輯」までが収録され
ている。『史談会速記（全四十六巻）（合本四）』は、昭和
46年 11 月 20 日発行（復刻原本＝明治 27 年発行）で、「第
十八輯」から「第二十二輯」までが収録されている。『史
談会速記（全四十六巻）（合本五）』は、昭和 46 年 12 月
















29年 7月 29 日である。ここにも岡田清直・錠次郎の情報





















院」とある。著者兼発行者は大野虎雄で、昭和 14 年 5 月
30 日の発行（非売品）となっている。筆者が見たものは、








 №41 の『沼津兵学校付属小学校』（昭和 18 年、大野虎
雄著）も、浜松市立中央図書館の蔵書を見た。著者兼発行








れを見た。柘植清は編輯兼発行人で、昭和 7 年 9 月 20 日
に谷島屋書店内・麗澤叢書刊行会から発行されている。こ
こにも岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 
№43 の『牧ノ原開拓士族名簿』（昭和 39 年、金谷郷土
史研究会）については、前田氏は第 1編では上の様に「牧






















雄【ほか計 16名の連名】、昭和 39 年 1 月 20 日第一刷、昭









































































井図書館の蔵書は昭和 49 年 3 月 20 日発行の初版であり、











但し、昭和 16 年 7 月 1 日に第 1 刷が発行されているもの
の、同図書館の蔵書は昭和 50 年 1 月 30 日発行の第 2刷で
ある。発行は安川書店で、著者は前田氏が記す通りである。
ここにも岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 
 №46 の『教育と人物』（昭和 45 年、高天神城戦史研究
会）は、磐田市立中央図書館の蔵書を確認した。昭和 45





 №47 の『帝国海軍教育史１巻』（昭和 48 年、原書房）
は、静岡県立中央図書館の蔵書を見た。奥付から正確な書
誌情報を記すと、海軍教育本部編『帝国海軍教育史（第１





 №48の『横須賀海軍船廠史』（大正 4 年、横須賀海軍工
廠）は、浜松市立城北図書館の蔵書を確認した。但し、同
館の蔵書は、これも明治百年史叢書第 170 巻として原書房
から復刻発行（昭和 48 年 3 月 20 日一刷、昭和 54 年 10




以下も同じ】(大正 4 年 9 月 27 日、横須賀海軍工廠発行、
印刷所・横須賀海軍工廠）、『横須賀海軍船廠史 自明治七
年紀／至明治二十年紀』（大正 4年 9 月 27 日、横須賀海軍
工廠発行、印刷所・中正社）、『横須賀海軍船廠史 自明治
二十一年紀／至明治三十五年紀』（大正 4年 9 月 27 日、横
須賀海軍工廠発行、印刷所・中正社）の 3 冊がまとめて収
録されている。それぞれの本文の 1 頁目には第一巻、第二

















て高橋邦太郎の名がある。昭和 58 年 6 月 17 日の発行で、
発行元は有隣堂である。ここにも岡田清直・錠次郎の情報
はなかった。 
 №50 の『箱館戦争始末記』（昭和 48 年、栗賀大介著）

















年 3 月 30 日の発行である。ここにも岡田清直・錠次郎の
情報はなかった。 














 №53 の『静中静高百年史上巻』（昭和 53 年、同編集委
員会）は、浜松市立中央図書館の蔵書を確認した。静中静
高百年史編集委員会の編で、静岡高等学校同窓会の発行









当し、助教諭兼舎監として明治 30 年 3 月 26 日まで務めた
ことも分かる。岡田姓の人物について本書から判明する情
報は以上であり、岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 






かし、それぞれの発行年月日は通史篇上巻が昭和 47 年 11
月 3 日、同下巻が昭和 48 年 3 月 31 日、資料編上巻と下巻
が共に昭和 48 年 10 月 31 日、年表統計編が昭和 49 年 3
月 31 日なので、前田氏が記す昭和 48年の刊行は 3冊のみ
となる。その 3 冊を調査すれば、前田氏の調査を再検証す














(昭和 53 年 11 月 25 日）、②『静岡県警察史 下巻』（昭和
54 年 3 月 30 日）、③『静岡県警察史 資料編』（昭和 54
年 12 月 5 日）、④『静岡県警察史 自昭和 50 年 至平成






































 №56の『静岡県史』（資料編一七・近現代二、平成 2 年、
静岡県）（資料編一六・一七 近現代一、静岡県）は筆者
個人の蔵書で確認した。前田氏は第 3 編で資料編 16 を追
加し計２冊分を参考文献として記したが、そこで記された
｢近現代一」の文字は資料編 16 にのみ有効で、資料編 17
には無効なので、16 と 17 を併記した場合には不正確な表
記となる。そのことに気付いていないようである。2冊の
正確な書誌情報を記すと、『静岡県史 資料編 16 近現代
一』（編集･発行：静岡県、平成元年 3 月 20 日）と『静岡
県史 資料編 17 近現代二』（編集･発行：静岡県、平成 2
年 3 月 20 日）である。 









































































刊行されている。第１巻が昭和 42 年 3 月 31 日、第 2巻が
昭和 43 年 3 月 31 日、第 3巻が昭和 44 年 3 月 31 日、第 4











12号（平成 30 年 3 月 1 日、袋井市文化協会・袋井市教育
委員会編集発行）掲載の拙稿「用行義塾の教師・岡田先生
について」で紹介した『浜松市史 史料編六』（昭和 38




















































き点について記す。この文書から、岡田は明治 6 年 8 月
27 日に浜松県の権少属に任命され、下等月給の支給を受
けたが、翌 7 年 2 月 27 日にその任を免ぜられた（解任さ
れた）ことが分かる。また明治 7年 2月時点で、彼の年齢
が 37 歳 1 ヶ月であることも判明する。以上の情報に関し
て、本稿では次の 2 点に着目しておきたい。 
第 1 に、明治 6年 8 月という時期についてだが、これは
彼が浜松県の第三大区長に任命された時から、半年後に当
たる。『浜松市史 三』（昭和 55 年 3 月 26 日、編集兼発行
者・浜松市役所。浜松市文化遺産デジタルアーカイブで全
頁の画像が閲覧可）によると、浜松県には明治 6 年 2月に
3つの大区が設置されている（13 頁）。前出の№56 の②で
紹介した資料の１つ『浜松県官員録』には、明治 6 年 5
月時点での大区長の名が記されているが、その中に、確か
に第三大区長として岡田清直の名が記されている（『静岡











 第 2 に、明治 7 年 2 月時点で岡田清直の年齢は 37 歳 1
ヶ月であることが分かったので、これを逆算することで彼
の生年を推定することができる。明治 7 年 2月は改暦後な
ので年だけを西暦に直せば済む。明治 7 年は 1874 年なの
で、同年 2 月から 37 年 1 ヶ月前は、1837 年 1 月となる。
日にちが分からないが、1 月のどこかであることは確かな
ので、1 月 1 日から 31 日までを和暦に直すと、1837 年 1




天保 7 年末に生まれたことになる。 







め単純に明治 7 年から 37 年前の天保 7 年を生まれ年とは











































































る。発行日は異なっており、上巻は明治 35 年 9 月 23 日で








本史籍協会叢書第五期、明治 35 年 9 月 23 日発行、昭和
56 年 8 月 20 日覆刻、編者・日本史籍協会、発行･東京大
学出版会【編者と発行元は全て同じ、以下略】）、『明治史
料顕要職務補任録 二』（明治 35 年 9 月 23 日発行、昭和
56年 8月 20日覆刻）、『明治史料顕要職務補任録 三』(明
治 36 年３月 5 日発行【但し再版発行日は記されていな
い･･･小栗注】、昭和 56 年 9 月 20 日覆刻）、『明治史料顕要
職務補任録 三』（明治 36 年３月 5日発行、昭和 56 年 11
月 30 日覆刻）となる。この復刻版では「一」と「二」で









№59 の『静岡市史（近代）』（昭和 44 年、静岡市）は、
袋井市立袋井図書館の蔵書を確認した。書誌情報は前田氏
が記す内容に間違いはないが、実物の奥付から、より正確












































纂資料 第四巻 明治維新当時の静岡』（昭和 2 年 12 月
15 日）、『静岡市史編纂資料 第五巻』（昭和 3 年 8 月 10





150 年史資料集別巻 2）（2010 年 12 月 25 日、慶應義塾）16
頁。
（6）福澤諭吉著･松崎欣一編『福翁自伝 福澤全集緒言』
（2009 年 5月 30 日、慶應義塾大学出版会）4頁。
（7）注（5）に同じ。
（8）加唐興三郎編『日本陰陽暦日対照表（下巻）』（1993 年 9
月 30 日、ニットー）1474 頁。
（2021 年 2月 26 日提出。閲読者の指摘を受け微修正した原稿を
5月 11 日に再提出。本誌本巻同時掲載の（その 4）に続く）
74 Vol. 29, ２ ０ ２ １
